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Ⅰ レポート作成の趣旨 

 

愛知県は、「食と緑が支える県民の豊かな暮らしづくり条例」に基づき、その理念を実現す

るための基本計画として、令和２年度を目標年度とする「食と緑の基本計画２０２０｣を平

成２８年３月に策定･公表しました。 

 

西三河農林水産事務所では、「食と緑の基本計画２０２０」に即し、地域の特色や実情を踏

まえた重点的な取組目標と、その達成のための令和２年度までの主な取組事項を定めた実践計

画を「食と緑の基本計画２０２０西三河地域推進プラン」として平成２８年３月に策定し、各

取組を推進しています。 

 

このレポートは、計画の進行管理の一環として西三河地域推進プランに掲げる１８の取組目

標を達成するために取組んだ事例等を紹介し、各種事業を推進するための参考資料として２０

１９年度の取組を中心に取りまとめたものです。 

 

 

 

 

 

 

「食と緑が支える県民の豊かな暮らしづくり条例」の基本理念 

 

○ 将来にわたって安全で良質な食料等の安定的な供給が確保され、かつ、その適切な消

費及び利用が行われること。 

 

○ 将来にわたって森林等の有する多面的機能が適切かつ十分に発揮されることにより、

安全で良好な県民の生活環境が確保されること。 
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環境モニタリング装置（あぐりログ） 

の設置状況 

小麦「ゆめあかり」の収穫 

Ⅱ 取組と基本目標の実現への重点的取組事例 

 

１ 競争力の高い農林水産業の展開による食料等の安定的な供給の確保 

 

（１）あいちの強みを生かした技術による品質や生産性の向上 

 

ア 幅広い分野の先端技術等を活用した技術の開発と普及 

「あいち型産地パワーアップ事業」を活用して、いちご、 

きゅうりの２品目・３産地において、施設園芸の高度化を支 

援しました。 

具体的には、いちごでは、環境モニタリング装置、炭酸 

ガス発生装置及び高設施設の導入や硬質フィルムへの被覆 

資材の張替を、また、きゅうりでは、統合環境制御装置、 

養液土耕システム、ミスト装置、自動谷換気装置の導入を 

しました。あいち型植物工場としての機能向上を行うこと 

で、産地の生産力強化を図っています。 

  また、ＪＡ西三河きゅうり部会では、国の「スマート農 

業技術開発実証プロジェクト」に採択され、県、ＪＡ、大学、民間企業等とコンソーシアムを 

組み、ＩＣＴに基づく養液栽培から販売による次世代型の園芸産地づくりの取組を始めまし 

た。 

 

イ 幅広い需要に応える戦略的な品種の開発と普及 

農業総合試験場が開発した水稲「愛ひとつぶ（品種名 

なつきらり）」、パン、中華めん用小麦「ゆめあかり」の 

普及を進めるため、展示ほを設け栽培技術の確立を図りま 

した。 

 「愛ひとつぶ」では土壌診断に基づいた施肥、「ゆめあ 

かり」では増肥により、タンパク質含量の適正化が図られ 

ました。 

管内の鉢物農家は１７９戸あり、鉢花、観葉植物、洋ラン、 

苗物の４部門で多種多様な鉢物が生産されております。 

農業改良普及課ではオリジナル商品の開発支援を行ってお 

り、令和元年度に５件が開発され、平成２８年から累計で 

１９件の新商品が開発されました。 

また、新商品のうち、ポトス、アローカシア２品目で品種 

登録申請、和物でオリジナルロゴの商標出願ができ、累計で 

８件の登録申請ができました。今後は管内農家で生産された 

オリジナル品種が市中に出回り、皆様の家庭を飾ることでし 

ょう。     
品種登録申請された 

ポトス 
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プランナーによる個別支援 

（平岩農園 幸田町） 

（２）マーケットインの視点に立った生産・流通の改善と需要の拡大 

 

ア 多様なニーズに対応した生産・流通面の改善 

「農業生産力パワーアッププロジェクト推進事業」により

ＪＡあいち中央「なし」では産直店舗用出荷規格の創設、

「にんじん」では専門学校とのコラボによる新商品開発提案

など、需要拡大に向けて生産流通対策を行いました。 

また、農林水産物の加工・直売や新商品開発等、６次産業

化に取り組む管内の農林漁業者等４名に対し、愛知県６次産

業化サポートセンターのプランナーとともに相談、支援を行

いました。米やブドウ、サツマイモ等を使った加工品の開発

や原価計算、ラベルの改良、新たな販路の拡大等、具体的な

アドバイスを行うことができました。 

 

イ 県内外に向けた戦略的な需要の拡大 

茶の生産技術の向上と消費の拡大を図るため、「第７３回 

 全国お茶まつり愛知大会」の式典とＰＲイベントが、１１月 

１６日、１７日の２日間、西尾市文化会館等にて開催されま 

した。 

ＰＲイベントでは、全国のお茶試飲会、品評会出品茶販 

売、お茶の海外展開紹介などを行いました。また、同時開催 

として、西尾市等主催による「西尾の抹茶博」が行われ、抹 

茶スイーツフェスや西尾市農林水産振興展など、好天の中、 

約４万人の来場者でにぎわい、愛知・西尾のお茶の魅力を知 

っていただきました。 

なお、イベントに先立ち８月に開催された全国茶品評会で 

 は、てん茶部門において（有）ヤマフジ製茶の稲垣宏紀氏が 

農林水産大臣賞を受賞するとともに、西尾市が産地賞に入選 

し、産地のＰＲに大きく貢献しました。 

 

ウ 農林水産物等の輸出の促進 

安城市農畜産物特産品協議会（構成員：安城市、ＪＡ 

 あいち中央、安城商工会議所など）は、平成２９年度から 

 「農産物海外販路開拓プロジェクト」として、いちじくの 

輸出について検討しています。 

  ハウス及び露地いちじくの香港への空輸試験を行いまし 

た。振動を緩和する容器等を使用し、空輸後において品質を 

確認した結果、ハウスいちじくについては品質に問題はな 

く、販売の可能性があることが確認されました。 

お茶の海外展開紹介 

「西尾の抹茶博」の開催状況 

ハウスいちじく空輸試験の荷姿 
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集約化された農地（西尾市） 

（３）意欲ある担い手が活躍できる農業の実現 

 

ア 多様な担い手の確保・育成 

農業改良普及課では、就農相談の窓口として農起業支援セ

ンターを設置し、作目選定から就農までの一連の支援を行っ

ています。就農相談対応実績は５１人、延べ１０３回で、 

１４名の就農計画の作成を支援し、新規就農者は４２人とな

りました。 

また、先進農業者を経営・栽培技術の伝授、就農後の助言

等を行う「研修機関」として知事認定しており、３団体を認

定し、新規参入者の受入体制を強化しました。 

担い手の育成については、就農２年以内の農業者５８人を

対象に、集合研修、個別指導を実施し、早期経営安定を支援し

ました。 

さらに、産地戦略に基づきＪＡ、市町と連携し、いちごスク

ールなどで新規参入者の確保育成を支援しました。 

 

イ 優良農地の確保と集積・集約化の推進  

農業の生産コストを削減し競争力を強化するため、農地中

間管理事業等を活用して、市町、農協など関係機関と連携を

密にして、担い手への農地の集積・集約化を進めています。 

管内では、「農地中間管理事業」の制度開始以来６年間で

全市町において貸付を行っており、貸付実績は安城市、西尾

市、岡崎市などで計５３６ha余となり、担い手への農地集積 

は、平成２６年度からの累計で９,３２２ha となりました。 

 

ウ 農業生産基盤整備等の推進 

担い手農家への農地集積・集約化や、生産コストの削減を

推進するため、農地の大区画化や汎用化を図る整備を推進し

ています。 

「経営体育成基盤整備事業」の東牧内地区（岡崎市）、渡下

地区（岡崎市）の２地区が完了しました。 

また、農業水利施設のさらなる高度化を図るため、排水路

施設の改修を多自然型護岸等で整備してきました「かんがい

排水事業」の中井筋依佐美地区（刈谷市、安城市）が完了し

ました。 

 これら３地区の受益面積は合計３７７haで、平成２８年度 

からの累計では３,６６２ha となりました。 

 

かんがい排水事業 

中井筋依佐美地区（安城市） 

経営体育成基盤整備事業 

渡下地区（岡崎市） 

就農相談の実施状況 
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森林経営計画説明会（木下地区） 

（４）資源を生かす林業の実現 

 

ア 木材の安定供給 

効率的な森林施業を実施していくために、一体的なまとま

りのある事業地において、森林経営計画の策定（計画主体：

森林組合、民間林業事業体）を推進しました。 

同計画の策定に際し、岡崎森林組合に対しては、森林経営

計画推進会議（県・岡崎市・岡崎森林組合の３者で実施）を

通じて、進捗管理及び計画作成指導を行い、２地区（岡崎市

東河原地区、雨山地区）で約３５０haが新規認定されまし

た。 

加えて、これまで同計画の作成主体となることが少なかっ

た民間林業事業体に対しても、「所有者への働きかけ」から

「計画作成指導」に至るまでの指導を行い、翌年度当初に１

地区（岡崎市木下地区）で約３１ha が新規認定されました。 

また、高性能林業機械を使用した木材生産システムにより

生産性を向上させ、木材生産量を増大させるため、「次世代

林業基盤づくり事業」により、岡崎森林組合に対し、新規の

高性能林業機械（スイングヤーダ）の導入指導を行い、効率

的な木材生産に向けた基盤整備に取り組みました。 

 

 

イ 生産を担う人材の確保・育成 

県内農林高校生（主に安城農林高校生）に対し、演習林に

おける出張授業、高性能林業機械の操作体験、林業現地見学

会等の機会の提供を通じて、林業の魅力を発信し、林業・木

材関連企業への就業に繋げました。 

また、管内の林業事業体に対して、「林業・木材製造業労

働災害防止協会愛知県支部」等が主催する特別教育や育成研

修等の受講を働きかけるとともに、事業者団体と協力し、労

働安全意識の高揚を目的とした救命救急講習等を開催するこ

とで、林業作業員のスキルアップを図りました。 

 

 

ウ 林業生産基盤の充実 

計画的で効率的な森林施業を進めるため、林道開設（延長

３１４ｍ）、及び作業道の開設(延長２,１９８ｍ)等により林

内路網を整備し、林業生産基盤の充実を図りました。  

林道古部夏山線（岡崎市） 

高性能林業機械の操作体験(高校演習林) 

スイングヤーダ(岡崎森林組合保有) 
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（５）持続可能で活力ある水産業の実現 

 

ア 漁業生産基盤の機能強化 

あさり等水産生物の浅場漁場の整備を図るた

め、「あさりとさかな漁場総合整備事業」で、西尾

市地先で４.３ha の干潟・浅場造成を実施しまし

た。 

また、漁港の整備として、「漁港漁場機能高度化

統合事業」によって、西尾市内の衣崎漁港防波堤

について、漁港施設長寿命化のための保全工事を行 

いました。 

 

 

 

イ 持続的な漁業生産の確保 

西三河の主要漁獲物であるあさり種苗の適正放流と資

源管理について、指導をしました。 

また、栽培漁業センターで生産される、あわび等の６

魚種について種苗放流を効果的に進め、水産資源の維持

増大を図るよう指導しました。 

 

〈６魚種〉 

 

 

 

 

ウ 活力ある担い手の確保・育成 

若手の漁業者で組織されている西三河地区漁協青年

部連絡協議会、中核漁業者で構成される西三河地区漁

業士協議会、更に業種別の試験研究組織であるあさり

研究会やのり研究会の調査や研修等の指導を通じて、

意欲的に漁業に取り組む活力ある担い手の指導・育成

を図りました。 

（取組内容） 

・三重県赤須賀漁協において、はまぐりの増養殖技術に 

ついて視察研修 

・魚食普及やあさり、ばかがい等の資源管理技術の指導 

・各研究会による調査・試験指導  

保全工事を行っている防波堤（西尾市） 

放流を待つあわび種苗 

種 苗 
くるまえび、がざみ、よしえび、とらふぐ、

あわび、なまこ 

 

赤須賀漁協視察研修の様子 
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食品表示研修会 

（JA あいち中央総合センター） 

「あいちの豚肉消費拡大」 

応援グッズ 

（６）食料の安全・安心の確保と環境への配慮 

 

ア 食品の安全・安心の確保に向けた取組の強化 

ＣＳＦ（豚熱）が、６月、１１月に管内で発生しました。

関係機関、団体と連携し、西三河地域防疫部会として特定家

畜伝染病の防疫を行いました。また、あわせて風評被害が発

生しないよう正しい食品知識をＰＲし、消費拡大に向けた取

組を実施しました。 

関連事業者を対象とした食品表示の監視・指導を８５件実

施し、食品表示の適正化を図りました。 

また、食品表示研修会を開催し、食品表示基準に基づいた

食品表示ルールを事業者に周知しました。 

 

 

 

 

 

 

イ 環境に配慮した取組の推進 

愛知県では、ＧＡＰ（Good Agricultural Practice：農業生産工程管理）を安全安心な農産

物の供給を行う上で重要な取組と位置づけ、推進してきました。 

平成３０年度から愛知県ＧＡＰ認証制度が始まり、農業者等が愛知県ＧＡＰ認証基準に沿っ

て、食品安全、環境保全、労働安全等のために必要な取組を実施していることを、県が確認し

認証します。愛知県ＧＡＰ認証を取得することで、ＧＡＰの取組に対する社会的信用を得られ

るとともに、認証取得にあたり専門の指導員による指導を受けることで、生産工程のリスク対

策が向上し、農業経営の改善につながります。また、本認証の取得は、東京オリンピック・パ

ラリンピック競技大会の食材供給の条件となります。 

管内では普及指導員の指導の下、米で３農場と１生産集団（７農家）、果樹で７農場、茶生

産者集団（７０農家）が認証を取得しました。愛知県ＧＡＰ以外にも、管内で、ＪＧＡＰで 

１４農場、アジアＧＡＰで２農場、グローバルＧＡＰで１農場が認証を受けています。 

農業改良普及課は引き続きＧＡＰ手法の導入や認証の取得を支援します。 

 

 

 

 

 

 

 

〈研修会の開催状況〉 

開催日 開 催 場 所 参加人数 

H31. 4.24 西三河総合庁舎 16 人 

R01. 9.25 JA あいち中央総合センター 60 人 

 

愛知県ＧＡＰ認証式の様子 
愛知県ＧＡＰマークを使って

直売に出荷しているイチジク 
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稲刈り体験 
（西尾市立寺津小学校） 

 

いいともあいちクイズ 

（JA あいち三河まつり） 

２ 農林水産業への理解促進と食料等の適切な消費の実践 

 

（１）農林水産業を理解し身近に感じる活動の推進 

 

ア 農林水産業の関心と理解を深める取組の推進 

１１月１６日、１７日に、岡崎市中央総合公園で開催され

た「ＪＡあいち三河まつり」において、「いいともあいちク

イズ」を実施しました。来場者へ愛知県産の農林水産物や加

工品を紹介するクイズを行い、いいともあいち運動をＰＲし

ました。 

また、管内事業者に対し、「いいともあいち運動」ネット

ワーク会員への加入を働きかけ、新たに５者の事業者が加入

しました。 

 

 

 

イ 幅広い世代に対する農林水産業体験の機会の提供 

ＪＡ西三河は、地域の農業者、地域住民、ＰＴＡの協力を

得て、西尾市内小学校の５年生及び特別支援学級を対象とし

た米作り体験を実施しています。 

市内１８校の児童１,１５４名を対象に、田植え、案山子

づくり、稲刈り、収穫祭と年間を通して米作り体験を行い、

農業に対する理解を深めることができました。 
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食育紙芝居 

（知立市福祉健康まつり食育コーナー） 

西三河地域食育推進ボランティア 

研修交流会 

法蔵寺団子作り 

（岡崎市） 

（２）食育の推進による健全な食生活の実践 

 

ア 若い世代を中心とした生涯にわたる食育の推進 

１０月２０日、知立市福祉の里八ツ田で開催された「知立

市福祉健康まつり」食育コーナーにおいて、知立市と生活協

同組合コープあいちが連携して、箱の中に隠された野菜や果

物を触って名前を当てるクイズが実施されました。また、食

育推進ボランティア米太郎による食育紙芝居も行われ、野菜

摂取や地産地消等について啓発を図ることができました。 

 

 

 

１０月１８日、西三河総合庁舎において、管内の食育推進

ボランティア等を対象に、「西三河地域食育推進ボランティ

ア研修交流会」を開催しました。当日は５８名が参加し、碧

南市の杉浦味淋株式会社の杉浦嘉信社長が、「愛知県の醸造

文化と三河みりんの特徴」について、同市Ｖｅｇｅ Ｔａｎ

ａＱ（ベジ・タナキュー）の永井千春氏が「野菜が好きにな

るヤサイ学」について講演を行いました。参加者からは、活

発な意見や質問が飛び交い、講師や参加者同士の交流を図る

ことができました。 

 

 

 

イ 食を通じた県産農林水産物や環境への理解と 

 食文化の継承 

１１月１６日、１７日に、岡崎市中央総合公園武道館で食

育総合展示会（ＪＡあいち三河まつり）が開催されました。

その中で、※1法蔵寺団子作り体験に４００名、※２おかざき煮

味噌のふるまいに２５０名が参加し、岡崎市の食文化につい

て学ぶ良い機会となりました。 

 

 

 ※１法蔵寺団子：江戸時代中期に法蔵寺の門前町となった本宿で、旅人に親しまれていた溜り

醤油で味付けた団子 

 ※２おかざき煮味噌：鍋に季節の野菜を入れて味噌で煮込んだ冬を代表する岡崎の郷土料理 
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良いきゅうりの日 

（西尾市立室場小学校） 

４月１９日の「良いきゅうりの日」において、生産者団 

 体が行う地元小中学校等へのきゅうりの贈呈活動が行われ 

ました。 

地元産農林水産物の学校給食への活用を推進することに 

より、児童や生徒の地元産農林水産物への関心を高め、理 

解促進を図ることができました。 

 

 

 

 

 

３ 自然災害に強く緑と水に恵まれた生活環境の確保と元気な地域づくり 

 

（１）災害に強く安全で快適な生活環境の確保 

 

ア 農山漁村の強靭化に向けた防災・減災対策の推進 

巨大地震や集中豪雨等による自然災害から県土や県民の暮

らしを守るため、農山漁村地域の防災・減災対策を推進して

います。「緊急農地防災事業」高棚地区（安城市）では排水

路の整備を実施しています。 

また、農業用ため池の耐震対策として、「防災ダム事業」

を岡崎市、刈谷市、西尾市、幸田町で実施しています。 

 

 

イ 快適な生活環境の確保 

農業の振興と農山漁村地域の交通環境の改善・維持を図る

ため、「経営体育成基盤整備事業」西幡地区（西尾市）では

農道舗装工等を実施しています。 

また、県営かんがい排水事業等で整備された用水路（パイ

プライン）の上部や排水路の周辺を対象に、農業水利施設の

保全管理、景観保全及び親水機能の増進を図るため、「水環

境整備事業」中井筋２期地区（碧南市、刈谷市、安城市、高

浜市）を実施しています。 

 

 

  

緊急農地防災事業高棚地区 

（安城市） 

水環境整備事業 中井筋２期地区にて

整備した遊歩道（安城市） 

経営体育成基盤整備事業 

西幡地区（西尾市） 
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あいち森と緑づくり森林整備事業 

（人工林）(岡崎市大代町) 

（２）森林・農地・漁場の有する多面的機能の発揮 

 

ア 多面的機能を適切に発揮させる森林・農地・漁場の 

保全・整備 

「あいち森と緑づくり税」を活用し、昭和３０年代から盛

んに植林されたスギ・ヒノキの人工林を健全に育成するため

森林整備(間伐)を行いました。 

 

整備箇所：岡崎市大代町,夏山町,西尾市西幡豆町東奥山他 

合計１２８.９５ha 

 

 

イ 地域で取り組む森林・農地・漁場の保全活動の推進 

水源のかん養や県土、水質の保全などの多面的機能を十分

に発揮させる農地の保全に係る取組として、９３の活動組織

が実施している「農業農村多面的機能支払事業」に対する支

援をしました。 

活動の一例として、「元刈谷環境保全会」（刈谷市）で

は、草刈り・泥上げや破損した水路の補修といった基礎的な

活動に加え、稲作体験学習や河川沿いの樹木の剪定・清掃活

動など地域の活動にも積極的に参画し、農業への関心を広

げ、地域一体となったまちづくりが定着しています。また、

休耕田を活用した広大なコスモス畑にはマスコミの報道等を

通じて遠方から訪れる人も多く、地元の魅力をアピールする

ことにもつながっており、これらの活動が評価され、令和元

年度に愛知県知事賞を受賞しました。 

 

 

干潟・藻場を保全するための活動組織である西尾市

の「幡豆地区干潟・藻場を保全する会」が実施した、

アマモ場保全のためのアマモ種子採取・選別・播種等

の活動や、海の自然観察学習会開催を指導・支援しま

した。 

また、西三河地区では平成２８年に設立された「一

色干潟保全会」が実施する有害生物駆除等の保全活動

を指導しました。岡崎市男川地区では、「男川クリー

ンアップ隊」が実施する河川清掃等の生物環境保全活

動を支援しました。 

 

アマモを増やすため、麻製のマットに種子を 

混ぜた泥を塗って海底に設置します。 

コスモス畑(元刈谷環境保全会) 

コスモスまつり(元刈谷環境保全会) 
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設置された防護柵（岡崎市） 

 

（３）農林水産業を核とした元気な地域づくり 

 

ア 地域の特性を生かした農山漁村の活性化  

管内では、６市町村で鳥獣被害防止特別措置法に基づく 

被害防止計画を策定しています。 

また、被害対策協議会を設置し、防護柵や檻の設置、 

捕獲などに取り組んでいる市町に対して、「鳥獣被害防止 

総合対策事業等」により助成を行っています。 
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安城梨体験イベント 

Ⅲ 西三河地域重点プロジェクト 

 

１ 西三河地域産地活性化・担い手確保育成プロジェクト 

西三河地域では、平成２８年度にＪＡあいち中央の「なし」、ＪＡ西三河の「いちじく」、

ＪＡあいち三河の「いちご」の、３件のプロジェクトチーム（ＰＴ）が立ち上がりました。 

２９年度以降は、ＪＡ西三河の「いちご」など１０件のＰＴが発足し、計１３件のＰＴにお

いて、それぞれ１０年後を展望した産地戦略を策定し、取組を進めています。 

開始年度 ＰＴ名 

２８年度 ＪＡあいち中央「梨」産地活性化・担い手確保ＰＴ 

ＪＡ西三河いちじく産地振興会議 

ＪＡあいち三河「いちご」産地活性化ＰＴ 

２９年度 

 

ＪＡ西三河いちご産地振興委員会 

西尾市てん茶産地戦略実証協議会 

３０年度 ＪＡあいち中央胡瓜産地活性化ＰＴ 

ＪＡあいち中央碧南露地野菜産地振興協議会 

ＪＡあいち中央トマト部会 

ＪＡあいち中央菊共撰組合 

ＪＡ西三河きゅうり次世代創生プロジェクト 

ＪＡ西三河デルフィニウム部会 

ＪＡあいち三河促成なす産地活性化ＰＴ 

ＪＡあいち三河夏秋なす産地活性化ＰＴ 

これらのうち、「農業生産力パワーアッププロジェクト推進事業」を活用した５つのＰＴの

取組について紹介します。 

 

【ＪＡあいち中央 なしＰＴ】 

○ めざす姿 

～ブランド力の強化と園地継承システムによる安城梨の振興～ 

○ 主な取組 

部会初の「あきづき」品評会の開催やリーフレット等

販売促進資材を作成し、ブランド力強化を図りました。 

生産部会員への園地継承意向アンケートの実施及び意

向者とのマッチング面談など、園地継承システムの確立

に向けた取組を進めました。 

地元小学生の親子を対象とした安城梨体験イベントや

産直施設での「あきづき」即売会を実施し、産地サポー

ターの育成を図りました。 



************************************************************************************** 

14 

 

自動噴霧装置の実証状況 

新農業人フェアへの出展 

へきなん美人を使用したパンの開発 

共同選果量増大に向けて、加工用梨の試験集荷や地域

企業等への梨の斡旋販売を行いました。 

【ＪＡあいち中央 きゅうりＰＴ】 

○ めざす姿 

～ＩＣＴ技術を活用した生産技術の高度化やブランド 

力強化による産地規模の維持～ 

○ 主な取組 

４月以降の高温下での薬剤散布作業の自動化により、

労働環境の改善と収量の増加を目的として、自動噴霧装

置「なからっぽ」の実証試験を行いました。 

その結果、井戸水でも適切な薬剤散布が実施でき、労

働時間の短縮により作業負担が軽減されるため、産地で

の普及を見込めることが実証されました。 

 

【ＪＡあいち中央 露地野菜（にんじん・たまねぎ）ＰＴ】 

○ めざす姿 

～へきなん美人ブランドの維持拡大と玉葱ブランド 

拡大・機械化の取組推進～ 

○ 主な取組 

にんじんでは、専門学校とのコラボによるへきなん美

人を使用したパンの開発・販売等を行いました。また、

ＪＡ組合長によるトップセールスとして、財務省への表

敬訪問や自民党本部での試飲会により、へきなん美人の

ＰＲを行いました。 

たまねぎでは、機械定植の先進地調査及び実証試験を

行い、ポスター等の販売促進資材を作成しました。 

 

【ＪＡ西三河 いちごＰＴ】 

○ めざす姿 

～新規参入者の育成とＩＣＴ技術の活用による産地の 

維持拡大～ 

○ 主な取組 

新農業人フェアへの出展やホームページ等の募集によ

り、次年度いちごスクール生３名を確保しました。ま

た、スクール生への就農支援により、４名がいちご部会

へ参加予定で、産地の維持・拡大に貢献しています。 

定植苗のＣＯ₂処理によるハダニ防除を実証した結

果、ハウス内へのハダニ発生が抑制され、当該技術の導

入が進みました。 
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生産拠点研修農場 

フォローアップ会議 

 

【ＪＡあいち三河 いちごＰＴ】 

○ めざす姿 

～多様な経営体の導入によるいちご産地の活性化～ 

○ 主な取組 

新農業人フェアへの出展やホームページ等の募集によ

り、いちご塾２期生５名を確保しました。また、令和元

年度完成のいちご生産拠点研修農場での実習や農家研修

など、就農に向けた支援を行っています。 

研修終了後に生産を行ういちごハウス団地のための農

地確保・地域調整を進めた結果、令和２年度には４名の

参加によるいちご団地を建設する予定です。 

産地全体の技術力向上に関する取組として、ＣＯ₂処

理によるハダニ防除や炭そ病に有効な育苗技術の実証等

を行いました。 

 

 

 

 

【フォローアップ会議】 

○ ３月１７日にＰＴ関係者、市町及び県による 

フォローアップ会議を開催し、各ＰＴ間の情報共有や連 

携強化を図りました。 
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２ 西三河農山漁村地域の防災・減災対策プロジェクト 

 

気候変動の影響や南海トラフ地震等による災害発生リスクが高まっており、三河湾を擁する

西三河地域は、高潮や液状化等による甚大な被害が想定されます。 

このため、農業用ため池の決壊や斜面崩壊の防止対策、低平地における排水能力の強化、漁

港の防災機能の強化、海岸保全施設等の耐震化が課題となっています。 

このことから、農林漁業の主産地を抱える西三河地域の土地基盤の強靱化を図るため、農業

用ため池や排水機場等の農業水利施設、治山施設、漁港施設、海岸保全施設の整備や耐震化等

を推進し、安全で安心できる豊かな暮らしの実現をめざします。 

主な取組は以下のとおりです。 

【防災・減災機能の向上（耐震化等の推進）】 

・治山施設の整備を推進し、森林や山間集落などを山地災害から守りました。 

・ため池の決壊防止のための耐震化を推進しました。 

・計画的な排水機場の整備・更新を推進しました。 

・漁港施設の耐震・対津波化を推進しました。 

・津波、高潮等から背後地を守る海岸保全施設の耐震化を推進しました。 

【ソフト対策の充実】 

・平成３０年７月豪雨を踏まえ、ため池の貯水量と被害が想定される住宅等との距離を数値

で示した新たな選定基準により、５月に「防災重点ため池」を再選定しました。 

・「農業用ため池の管理及び保全に基づく法律」の施行を受け、ため池の適正管理に向け

て、管内すべての対象となる農業用ため池について、所有者等から届出を受けました。 

・排水機の維持管理に対する支援を行いました。 
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北浜川排水機場 ポンプ設備（西尾市） 

碧南２期地区 堤防耐震補強工（碧南市） 

  宝谷池地区 堤体補強工（幸田町） 

取組の事例 

 

○ 治山施設の整備 

 

森林において、荒廃するおそれのある渓流には治山 

ダムや流路工など、山腹崩壊のおそれがある斜面には 

土留工や法枠工などの治山施設を設置し、山地災害に 

対する防災機能の向上を図っています。 

 

 

 

 

○ ため池の耐震化 

 

大規模地震時の安定性が不足している農業用ため池に 

ついて、決壊による被害を防止するため、「防災ダム事 

業」により耐震化を進めています。 

 

 

    

  

○ 計画的な排水機場の整備 

 

たん水被害を未然に防ぐため、刈谷市、西尾市、幸田 

町において、農業用排水機場の耐震化や更新整備を計画 

的に進めています。 

 

 

  

 

○ 海岸保全施設の耐震化 

 

地震発生時の津波や高潮等による被害から沿岸域（背 

後地）を守るため、「海岸整備事業」等により、海岸堤 

防の耐震化を進めています。 

 

 

 

 

流路工（岡崎市） 



 

 

 

 

食と緑の西三河地域レポート ２ ０ ２ ０  

－食と緑が支える豊かな暮らしをめざして－ 

 

２０２０年７月発行 

 

愛知県西三河農林水産事務所 
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西三河農林水産事務所

 

mailto:nishimikawa-nourin@pref.aichi.lg.jp

